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日本藻類皐合合 則

(綿則)

~ U海水令は EI木総領併合と柄する。

封~ 2 総本舎は旗争の証!l~千f:.& を刷り ， 1J[せて合員相互の!A約llfi.に税l陸をl図るこ とを

目的とする。

第3f!条 *舎はjjij僚の目 ((.Jをよ主するために，次の事業を行う。

1. 総合のsfl骨il(年1Ii'l)

2. ~誕類に附する研究令， 講習合， r~集令~~の開骨'11

3. 定期刊行物の汲1"11

4. その他iiii僚の目的を泌するために必要な事業

第4俗本舎の事務所は合:長のもとにおく 。

第 5fi島本合の司王X&p]1[は 4JI 1 11 1こ始まれき'2JI~ 3 JJ 31 11 tこ終る 3

(曾員)

第 6総合員は次の3f，nとする。
1. :!)J.通合.Q(藻類に仰心をもち，木令のl凶旨に賛同する fl~l 人災は図[本で，役員令

の承認するもの)

2. ~，容令良(秘与の主主主主にniIiJ:があり，本舎の趣旨にr"e同する fll，l 人で，役員舎の

打HI話するもの)

3. q寺川合員(本令0itlß旨に賛同し，水令の滋J長に特に~{f f)i~ した伽j 人叉は閤 [本で，

役員令のtff隠するもの)

第7総本合に入令するには，fI:]oJr，氏名 (1¥1，¥11本名)胤淡を記入した入合1¥1込??を令

長に主主:11すものとする。

現~ 8 係合員は毎年合'et300 IDI a:前納するものとする。但し名容令只及び特別合員は

合践を要しない 3

(役員)

第 9鈴木令に次の役Rをおく。

令長 - ~任期は2 ヶ .{I'- とする )

幹事 脊干名 (任Wlは2ヶ年とする)

令長は総合に於て令艮1¥'よりこれを選11¥する。幹事は合長が令員rl'よりとれを指

名する。

(刊行物)

第10f~ 木令は定Wl刊行物「秘類」を年:.l [f'l刊行L，令長に無料で頒;:(Iiする。

附則

との含則は昭和 28年 10刀11日から施行する。


